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農協法公布記念日にあたって— ————————— 1
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2 0 1 7 . 10

秋季地区別懇談会　（音 別）

開村80周年記念チャリティープロレスin鶴居（10/17鶴居村総合センター）
北都プロレスが会場を盛り上げ楽しいひと時を演出!!

レフェリー クレイン中條氏
（鶴居村出身!!）

C O N T E N T S



昭
和
₂₂
年
₁₁
月
₁₉
日
に
農
業
協
同
組
合
法

（
農
協
法
）
が
制
定
さ
れ
、
今
年
で
₇₀
年
を
迎

え
ま
し
た
。

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農
業
者
の

協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、「
農
業
生
産
力
の
増

進
」と「
農
業
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
」

を
図
り
、
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、
農
協

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の
た
め
の

組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原
則
に
掲
げ
る
「
自

主
・
自
立
」「
民
主
的
運
営
」
の
基
本
に
立
ち
、

相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状

況
を
乗
り
越
え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と
生

活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
総
合
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
農
協
法
は
農
協
の
組
織
・

事
業
を
運
営
す
る
基
本
法
と
し
て
極
め
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
が
、
農
協
法
公
布

記
念
日
を
契
機
に
、
組
合
員
・
役
職
員
の
皆
様

と
改
め
て
協
同
組
合
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
そ

の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
を
深
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

組
合
員
・
役
職
員
の
皆
様
に
は
基
本
的
な
話

に
な
り
ま
す
が
、
協
同
組
合
は
個
人
あ
る
い
は

中
小
の
事
業
者
等
が
共
通
す
る
目
的
の
た
め
に

自
主
的
に
集
ま
り
、
そ
の
事
業
の
利
用
を
中
心

と
し
な
が
ら
、
民
主
的
な
運
営
や
管
理
を
行
う

営
利
を
目
的
と
し
な
い
組
織
で
す
。
協
同
組
合

は
₁₉
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
等
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
始
ま
り
、
世
界
各
地
に
広
が
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
日
本
を
含
め
世
界
の
多
く
の
国
々
で

多
く
の
協
同
組
合
が
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
世
界
の
協
同
組
合
の
連
合
組
織
で
あ
る
Ｉ

Ｃ
Ａ
（
国
際
協
同
組
合
同
盟
）
に
は
、
現
在
で

１
０
０
个
国
以
上
が
加
盟
し
て
お
り
、
関
連
す

る
組
合
員
数
は
世
界
全
体
で
₁₀
億
人
、
事
業
高

は
２
９
２
兆
円
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
協
同
組
合
の
組
合
員
数
は

₆，
₅
₀
₀
万
人
、
事
業
高
は
₁₆
兆
円
、
店
舗
・

施
設
数
は
₃
₅，
₆
₀
₀
个
所
も
あ
り
、
正
に

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
形
成
し
て
い
る
組
織
と
言

え
ま
す
。

協
同
組
合
は
、
民
主
主
義
を
基
礎
と
し
た
事

業
運
営
や
活
動
を
通
じ
て
、
経
済
的
・
社
会
的

な
側
面
で
人
々
の
生
業
と
生
活
の
向
上
と
課
題

解
決
を
大
き
く
助
け
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま

す
。
例
え
ば
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
食
品
と
生

活
に
役
立
つ
購
買
品
の
生
産
と
供
給
、
地
域
の

豊
か
な
暮
ら
し
と
経
済
活
動
の
た
め
に
寄
与
す

る
金
融
事
業
、
総
合
的
な
暮
ら
し
の
保
障
の
た

め
の
共
済
事
業
、
健
康
な
日
常
生
活
を
営
む
た

め
の
医
療
・
福
祉
事
業
の
ほ
か
、
広
く
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
た
め
の
様
々
な
社
会
的
取
組
み

等
が
そ
の
一
例
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
地
震
や

風
水
害
に
よ
る
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に

も
、
各
協
同
組
合
が
物
資
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
派
遣
、
募
金
活
動
等
を
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
支
援
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
協
同
組
合
は
日
本
の
社
会
と
地

域
の
人
々
の
暮
ら
し
の
た
め
に
、
永
年
に
亘
っ

て
多
く
の
分
野
で
そ
の
役
割
を
発
揮
し
て
き
て

い
る
の
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
は
協
同
組
合
の
存
在
価
値
を
評
価

し
、
昨
年
₁₁
月
₃₀
日
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ア
デ
ィ

ス
ア
ベ
バ
で
開
催
さ
れ
た
無
形
文
化
遺
産
保
護

条
約
第
₁₁
回
政
府
間
委
員
会
に
お
い
て
、「
協

同
組
合
に
お
い
て
共
通
の
利
益
を
形
に
す
る
と

い
う
思
想
と
実
践
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
へ
の
登
録
を
決
定
し
ま
し
た
。

決
定
に
あ
た
っ
て
ユ
ネ
ス
コ
は
、
協
同
組
合

を
「
共
通
の
利
益
と
価
値
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
組
織
で
あ

り
、
雇
用
の
創
出
や
高
齢
者
支
援
か
ら
都
市
の

活
性
化
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
問
題
へ
の
創

意
工
夫
あ
ふ
れ
る
解
決
策
を
編
み
出
し
て
い

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
無
形
文
化
遺
産
」
と
は
、「
世
代
か

ら
世
代
へ
と
伝
承
さ
れ
、
文
化
の
多
様
性
及
び

人
類
の
創
造
性
に
対
す
る
尊
重
を
助
長
す
る
も

の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
協
同
組
合
も
農
業
を
生
業
と
す
る
農
業

者
お
よ
び
地
域
住
民
の
集
ま
り
に
よ
る
協
同
組

合
で
す
。
北
海
道
農
業
は
開
拓
以
来
、
親
か
ら

子
、
孫
へ
と
連
綿
と
受
け
継
が
れ
た
国
民
の
健

康
と
命
を
守
る
と
い
う
社
会
的
使
命
を
担
っ
て

発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
地
域
農

業
の
振
興
は
、
地
域
の
環
境
・
文
化
・
福
祉
へ

の
貢
献
を
通
じ
て
、
皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

豊
か
な
地
域
社
会
を
築
い
て
参
り
ま
し
た
。

農
業
協
同
組
合
に
集
う
組
合
員
、
役
職
員
の

皆
様
は
こ
の
よ
う
に
世
界
的
に
評
価
さ
れ
、
社

会
的
意
義
の
あ
る
協
同
組
合
の
仲
間
で
あ
る
こ

と
を
誇
り
と
し
、
協
同
活
動
の
輪
（
道
民
５
５

０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
）
を
広
め
て
頂
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
新
自
由
主
義
経
済
へ
の
対
立
軸

と
し
て
の
協
同
組
合
の
存
在
意
義
を
高
め
、
永

年
に
亘
り
先
人
が
築
き
上
げ
た
地
域
農
業
並
び

に
地
域
社
会
の
基
盤
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
後

世
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
が
れ
、
持
続
可
能
な

農
業
へ
と
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
は
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精
神
を
事
業
の
根

幹
と
し
、
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
が
夢
と
希

望
を
持
っ
て
営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
に

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上

げ
、
農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
致
し
ま
す
。

　
農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

　
　
　
　
組
合
員
・
役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
　
会
長
　
飛 

田
　
稔 

章
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平
成
29
年
度　
秋
季
地
区
別
懇

談
会
が
、
10
月
23
～
24
日
の
２
日

間
、
２
地
区
（
音
別
・
幌
呂
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
時
期

的
に
農
作
業
等
で
大
変
お
忙
し
い

中
、
２
日
間
で
計
45
名
の
方
々
に

出
席
頂
き
ま
し
た
。

懇
談
事
項
と
し
て
、
最
近
の
酪

農
・
畜
産
情
勢
等
、
平
成
29
年
度

更
正
計
画
、
機
構
改
革
（
出
向
く

営
農
、
金
融
業
務
の
移
管
）
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

出
席
し
た
組
合
員
の
皆
様
方
か

ら
は
、
農
協
各
部
門
に
お
け
る
事

業
運
営
方
針
、酪
農
経
営
の
維
持
・

発
展
に
向
け
た
体
制
整
備
等
に
対

し
、
具
体
的
な
質
問
・
意
見
・
要

望
等
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
組
合
員
の
皆
様
方
か
ら

出
さ
れ
た
質
問
・
意
見
・
要
望
等

は
今
後
の
事
業
運
営
に
活
か
し
て

参
り
ま
す
。
今
後
も
地
区
懇
に
ご

出
席
頂
き
、
皆
様
方
の
生
の
声
を

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

幌　呂　支　所

2

～今後の事業運営方針等について意見・要望等が多く出されました～

平成29年度 秋季地区別懇談会



部 順位 名　　号 出 品 者（地区）

１部
2-2 ＴＫＳ ブラブラ リング 清　水　武　志（鶴居）

2-3 ＢＳ マツク サンハイ マツカ ㈱大坂ファーム（音白）

２部
3-2 レデイホープ キヤピタル チツプ （農）清 和 農 場（鶴居）

3-10 ＩＦ ブロカウ ペイジ ＥＴ 増　田　一　真（鶴居）

３部
2-3 Ａ ラツイオ ＡＴＷＤ エレガンツア ビスタ ＥＴ 安　藤　　　功（鶴居）

3-11 ＭＳ ヒラリー マツカチエン オリオン ＥＴ 松　下　雅　幸（鶴居）

４部 2-5 ウツズスター ジユデイー シユリンプ タラ 林　　　稔　幸（音白）

５部
2-5 Ａ チ ツ プ チ エ ン Ｏ Ｈ 安　藤　　　功（鶴居）

3-3 ＭＳ アールチエ マツカチエン ジヨー 松　下　雅　幸（鶴居）

８部
2-6 エメラルド ローリー ジエツト 松　田　浩　二（音白）

3-4 ＶＳツリー ストーン シヤロン 對　木　賢　雅（音白）

９部
2-5 ＳＰ ルイスデール チヤリー アベイル ＥＴ （農）高 橋 農 場（鶴居）

2-7 ヒシヌマフアーム ブレア ブロカウ ビツグ ㈲菱沼ファーム（鶴居）

部 順位 名　　号 出 品 者（地区）

10部
3-3 ＢＳ フアンシー サンチエス ドライブ ㈱大坂ファーム（音白）

3-10 ヘイチヤン イトー アフター フツク 合伊深ファーム（音白）

11部 3-5 ＶＳツリー マツクス ダーハム 對　木　賢　雅（音白）

12部
1-4 ウツズスター ブロー ジユデイー タラ ＥＴ 林　　　稔　幸（音白）

2-5 ＫＷＦ アンソニー タラ ブローカウ ＥＴ ㈱敬和ファーム（音白）

13部 1-7 ＫＷＦ ゴールド チツプ アン センビユー ＥＴ ㈱敬和ファーム（音白）

14部

2-2 ＫＷＦ ストーム ヘズダ デイリス ㈱敬和ファーム（音白）

3-1 コウグイス カズマド アイオーン ＲＥＤ 増　田　一　真（鶴居）

3-3 エンプレス ＢＮ ダン ミツ 松　田　浩　二（音白）

ジュニアカップ　育成シニアクラス

1-3 Ａ サルサ マツカチエン レジーナ ＥＴ
竹中徳明（高校１年）

安　藤　　　功（鶴居）

入 賞 牛 一 覧 （当ＪＡ出品分）

全
道
か
ら
代
表
牛
４
３
４
頭
（
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
種
３
７
５
頭
、
ジ
ャ
ー

ジ
ー
種
３
４
頭
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ

２
５
頭
）
が
出
場
し
、
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
・
ジ
ャ
ッ
ジ
（
主
任
審
査
員
）
小

椋
茂
敏
氏
（
上
士
幌
町
酪
農
家
）、

ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ 

田
井

道
広
氏
（
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農

業
協
同
組
合
）、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
・

ジ
ャ
ッ
ジ 

高
橋
忠
司
氏
（
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
サ
ー

ビ
ス
㈱
）
が
審
査
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
13
農
場
か
ら
23

頭
が
出
品
さ
れ
、
全
道
の
高
レ
ベ
ル

牛
が
出
場
す
る
な
か
健
闘
を
み
せ
ま

し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
清

水
町
・
㈲
田
中
牧
場
の
出
品
牛
Ｔ
Ｍ

Ｆ 

ナ
デ
イ
ル 
ア
ツ
ト 

ア
ン
ナ 

エ

コ
ー
（
第
14
部
４
歳
ク
ラ
ス
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
並
び
に

受
賞
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

９
月
23
・
24
日
、
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
場
（
安
平
町
早
来
）

で
、
２
０
１
７
年
北
海
道
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

3

～ 高 レ ベ ル 牛 が 揃 い 体 型 や 資 質 を 競 う ～

2017 北海道ホルスタイン ナショナルショウ 開催



審査員：近藤　誠司 氏 「風　　鈴」　平川　美帆 さん （鶴居）

「第四夕生」　小野田 喜一 氏（音別）「コ リ ナ」　平田　忠幸 氏（鶴居）

９
月
３
日
、
釧
路
市
大
楽

毛
・
釧
路
農
協
連
共
進
会
場

で
、第
39
回
北
海
道
和
種
馬
・

第
22
回
ポ
ニ
ー
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
和
種
馬
保
存
協
会

主
催
で
全
道
各
地
か
ら
北
海

道
和
種
馬
28
頭
、
ポ
ニ
ー
14

頭
が
出
場
し
、
資
質
を
競
い

ま
し
た
。

審
査
委
員
長
は
近
藤
誠
司

氏
（
北
海
道
和
種
馬
保
存
協

会
々
長
）
が
務
め
、
北
海
道

和
種
の
部
（
１
部
）
か
ら
ポ

ニ
ー
の
部
（
10
部
）
ま
で
の

各
部
を
審
査
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
北
海
道
和

種
馬
７
頭
、
ポ
ニ
ー
２
頭
の

計
９
頭
が
出
品
さ
れ
、
各
部

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

主
な
入
賞
馬
及
び
出
品
者
並
び

に
受
賞
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

入 賞 馬 一 覧（当ＪＡ出品分）
部 順位 名　号 品　　　種 出 品 者（地区）

１部 ３等 さ　 な　 え 北 海 道 和 種 小野田喜一（音別）

2部 ２等 海　　　 姫 北 海 道 和 種 小野田喜一（音別）

3部 ３等 天　 空　 海 北 海 道 和 種 小野田喜一（音別）

4部

1等2席 風　　　 鈴 北 海 道 和 種 平川　美帆（鶴居）

２等 第 四 夕 生 北 海 道 和 種 小野田喜一（音別）

２等 友　　　 花 北 海 道 和 種 平田　忠幸（鶴居）

３等 勝　　　 緑 北 海 道 和 種 平田　忠幸（鶴居）

10部
２ 等 コ  リ  ナ ポ ニ ー 種 平田　忠幸（鶴居）

３等 菜　　　 月 ポ ニ ー 種 平田　忠幸（鶴居）

4

～次世代へと引き継がれる愛馬が集い資質を競う～

第39回 北海道和種馬・第22回 ポニー共進会



９
月
９
、
10
日
、
白
糠
町
ハ
ミ
ン
グ

ロ
ー
ド
で
、
第
25
回
白
糠
町
カ
ミ
ン
グ
パ

ラ
ダ
イ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で

は
多
く
の
露
店
が
立
ち
並
び
、
様
々
な
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支
部
は
、
野
菜
の

販
売
を
行
な
い
、
對
木
美
由
紀
支
部
長
は
、

「
今
年
の
野
菜
は
、
天
候
も
良
く
、
ま
た

部
員
皆
さ
ん
の
が
ん
ば
り
で
大
変
良
い
も

の
が
出
来
ま
し
た
。
毎
年
来
て
く
れ
る
お

客
様
か
ら
も
大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

来
年
も
、
今
年
以
上
の
野
菜
が
出
来
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
で
す
。」

Ｊ
Ａ
青
年
部
音
白
支
部
は
、「
よ
つ
葉

特
選
根
釧
牛
乳
」
の
無
料
試
飲
と
ホ
ル
モ

ン
焼
き
を
販
売
し
、
東 
直
紘
支
部
長
は
、

「
年
々
部
員
が
減
少
し
、
限
ら
れ
た
部
員

の
中
で
参
加
率
が
上
が
る
よ
う
協
力
し
て

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
乳
製
品
の
消
費
拡

大
運
動
な
ど
地
道
な
草
の
根
活
動
を
継
続

し
て
い
き
た
い
で
す
。」

Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
会 

松
田
亜
紀
会
長
は
、「
今
年
で

３
年
目
を
迎
え
る
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
販
売

は
、
お
陰
様
で
大
好
評
で
す
。
来
年
も
楽

し
み
に
待
っ
て
い
て
下
さ
い
ね
。」
と
そ

れ
ぞ
れ
述
べ
、
今
年
も
カ
ミ
パ
ラ
は
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

～根釧牛乳無料試飲・自家産野菜の販売等好評～

子供に、家族に、町民に 夢と感動を!

第25回 白糠町カミングパラダイス

根釧牛乳のおいしさを伝えるため奮闘！

キャラメルポップコーン・おいしいよ!

ボク パラ吉!
牛乳大好き
たくさん
飲んでね!

彩りあざやか、味も確か、新鮮野菜の数々

味は保証
します
おいしいよ!
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いい味でてます！　千人鍋

９
月
23
日
、
鶴
居
村
茂
雪
裡
川
河
畔

特
設
会
場
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
）
で
、
鶴
居

村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
会
場
で
は
食

の
エ
リ
ア
・
直
売
エ
リ
ア
・
お
楽
し
み
エ

リ
ア
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
牛
乳
早
飲
み
競
争
や
牛
の
鳴

き
声
コ
ン
テ
ス
ト
、
西
村
ユ
ウ
キ
（
鶴
居

村
出
身
の
歌
手
）
ラ
イ
ブ
な
ど
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

食
の
エ
リ
ア
で
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
鶴

居
支
部
が
「
お
ふ
く
ろ
の
味 

千
人
鍋
」

を
販
売
、
舘
山
順
子
支
部
長
は
、「
部
員

達
で
力
を
合
わ
せ
て
作
り
、
納
得
の
味
に

な
り
ま
し
た
。
売
れ
行
き
も
好
調
で
す
。」

と
述
べ
、
訪
れ
た
お
客
様
か
ら
も
美
味
し

い
と
大
変
好
評
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
幌
呂
支
部
は
「
じ
ゃ
が

い
も
の
塩
煮
と
い
も
団
子
の
素
」
を
販
売
、

武
藤
和
江
支
部
長
は
、「
部
員
達
が
ま
ご

こ
ろ
込
め
て
作
っ
た
の
で
味
に
は
自
信
が

あ
り
ま
す
。
ご
来
場
の
み
な
さ
ん
に
ぜ
ひ

食
べ
て
頂
き
た
い
で
す
。」

Ｊ
Ａ
青
年
部
鶴
居
支
部
は
「
つ
る
い

産
と
う
き
び
（
生
）」
を
販
売
、
北
村
澄

男
部
員
は
、「
今
年
は
、
天
候
も
ま
ず
ま

ず
良
く
、
甘
く
て
良
い
も
の
が
出
来
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
、
青
年
部
と

女
性
部
の
テ
ン
ト
前
は
、
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

美味しいつるい産のとうきび！

じゃがいもの塩煮はバターとどうぞ！

～食べる! 楽しむ! つるいを満喫～

鶴居村開村80周年記念

２０１7 鶴居村ふるさとまつり
まつりだ
ワッショイ!!

お熱いうちに
どうぞ!!
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10
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
共
済

連
北
海
道
は
、「
交
通
事
故

対
策
」
の
一
環
と
し
て
、
高

規
格
救
急
自
動
車
１
台
を
釧

路
北
部
消
防
事
務
組
合 

鶴

居
消
防
署
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

共
済
連
北
海
道
は
、
昭

和
50
年
か
ら
道
内
各
消
防
署

に
救
急
自
動
車
を
寄
贈
し
て

お
り
、
今
回
で
通
算
２
０
０

台
目
と
な
り
ま
す
。
受
納
式

で
武
藤
組
合
長
は
「
救
急
搬

送
や
万
が
一
の
事
故
に
備
え

て
頂
く
と
と
も
に
組
合
員
の

皆
様
は
も
と
よ
り
地
域
住
民

の
皆
様
が
安
心
で
き
る
救
急

活
動
に
役
立
て
て
頂
き
た

い
。」
と
述
べ
、
高
田
勝
也

消
防
署
長
へ
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ー
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

寄
贈
救
急
車
は
、
降
雨
・

降
雪
時
に
も
威
力
を
発
揮
す

る
４
輪
駆
動
、
作
業
性
に
優

れ
た
高
規
格
救
急
自
動
車
で
、

一
刻
を
争
う
救
急
業
務
に
大

き
く
貢
献
出
来
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
鶴
居
村
へ
の
寄

贈
で
し
た
が
、
組
合
員
は
も

と
よ
り
、
地
域
住
民
の
皆
様

の
尊
い
命
を
守
る
た
め
、
万

が
一
の
事
故
に
備
え
て
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
及
び
地
域
自
治
体

が
一
体
と
な
り
、
安
心
で
豊

か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

10
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
幌
呂
支
部
は
、

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
幌
呂
店
駐
車
場
で
「
も

ぎ
た
て
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

部
員
が
愛
情
を
込
め
て
作
っ
た
自
家

産
野
菜
を
格
安
で
販
売
し
、
大
勢
の
お
客

様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

吉
田
鈴
子
副
支
部
長
は
、「
今
年
の
出

来
は
全
体
的
に
良
好
で
、
根
も
の
が
良
く

出
来
ま
し
た
。
部
員
達
が
作
っ
た
野
菜
を

お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。」
と
述
べ
、
即
売
会
は
大
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

マスコットキーの寄贈

作業性に優れた室内構造

7

～ 安 心 で 豊 か な 地 域 社 会 づ く り を め ざ し て ～

ＪＡ共済連から鶴居村へ救急車寄贈

～
Ｊ
Ａ
女
性
部
幌
呂
支
部
「
も
ぎ
た
て
市
」 

～

美
味
し
い
自
家
産
野
菜
を
提
供
!!



９
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
女

性
部
鶴
居
支
部
は
Ａ

コ
ー
プ
つ
る
い
店
前
で

野
菜
即
売
会
を
開
催
し
、

部
員
達
が
丹
精
込
め
て

作
っ
た
自
家
産
野
菜
が

特
価
で
販
売
さ
れ
ま
し

た
。舘

山
順
子
支
部
長

は
、「
今
年
は
、
野
菜

の
出
来
も
全
体
的
に
良

好
で
、
部
員
達
で
持
ち

寄
っ
た
野
菜
は
、
沢
山

の
人
に
買
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
来
年
も
楽
し
み

に
し
て
い
て
下
さ
い

ね
。」と
話
し
て
頂
き
、

即
売
会
は
大
盛
況
に
終

わ
り
ま
し
た
。

愛情込めて作られた野菜の数々

～ Ｊ Ａ 女 性 部 鶴 居 支 部  「 野 菜 即 売 会 」～

丹精込めて作られた自家産野菜を販売!!

「タオルを送る運動」メッセージ　第２回
パルシステム生活協同組合連合会「こんせん72牛乳」利用者の方々より、酪農生産者の皆
様へ贈られたタオルとともに、お礼のメッセージを頂いております。ここではその一部を数
回に分けてご紹介させて頂きます。
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
子
牛
の
管
理
①

　

原
因
に
合
わ
せ
た
下
痢
対
策

　

子
牛
の
下
痢
が
多
発
し
た
場
合
、

発
症
要
因
を
見
極
め
、
要
因
に
応
じ

た
対
策
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

下
痢
の
要
因

　

下
痢
の
原
因
は
、
病
原
微
生
物
の

感
染
（
図
１
）
に
よ
る
感
染
性
と
消

化
不
良
な
ど
に
よ
る
非
感
染
性
に
大

別
さ
れ
、
抵
抗
力
が
低
い
子
牛
は
下

痢
発
症
の
危
険
度
が
高
ま
り
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
、
要
因
が
複
数
重
な

っ
て
下
痢
を
発
症
し
て
い
ま
す
（
図

２
）。

要
因
別
の
下
痢
対
策

１　

環
境
の
病
原
体
を
制
御

　

病
原
体
を
減
ら
す
た
め
の
基
本
は

清
掃
・
乾
燥
・
消
毒
に
よ
る
飼
養
環

境
の
衛
生
管
理
で
す
。

２　

子
牛
の
抵
抗
力
（
免
疫
）
向
上

　

初
乳
給
与
に
よ
る
免
疫
の
付
加
が

最
も
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
子
牛
の
ス
ト
レ
ス
を
減

ら
す
こ
と
で
抵
抗
力
が
高
ま
り
、
病

気
に
罹
患
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

︻
主
な
対
策
︼

・
子
牛
が
満
足
す
る
ほ
乳
量

・
暑
熱
対
策
（
寒
冷
紗
送
風
機
等
）

・
寒
冷
対
策
（
敷
料
を
た
っ
ぷ
り
入

れ
る
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
等
）

・
過
密
を
避
け
る
。

・
ほ
乳
ロ
ボ
ッ
ト
使
用
の
場
合
な
ど

は
、
負
け
牛
の
出
な
い
群
構
成
。

・
ウ
シ
下
痢
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

乾
乳
牛
に
接
種
す
る
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
し
た
母
牛
の
初
乳
を
飲
む
こ
と
で

各
種
下
痢
症
の
免
疫
が
付
与
さ
れ
る
。

３　

ミ
ル
ク
の
消
化
不
良
を
防
ぐ

　

ミ
ル
ク
は
一
定
の
温
度
、
濃
度
で

給
与
す
る
事
が
基
本
で
す
。
冷
た
す

ぎ
る
、
代
用
乳
の
希
釈
濃
度
が
濃

（
薄
）
す
ぎ
る
と
消
化
不
良
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
糞
の
状
態
な
ど
に
異
変
を

感
じ
た
ら
一
回
の
ほ
乳
量
を
減
ら
し
、

回
数
を
増
や
す
な
ど
消
化
器
官
に
負

担
の
少
な
い
ほ
乳
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

施
設
な
ど
今
す
ぐ
解
決
で
き
な
い

課
題
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ま

ず
は
、
実
践
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

︻
事
例
︼

・
ペ
ン
や
ハ
ッ
チ
を
頭
数
以
上
準

備
。
同
じ
場
所
を
連
続
使
用
せ
ず
、

乾
燥
期
間
を
設
け
て
い
る
。

・
子
牛
の
移
動
時
に
ハ
ッ
チ
を
洗

車
機
で
水
洗
い
し
、
日
光
消
毒
。

・
石
灰
乳
を
定
期
的
に
塗
布

※ 

石
灰
乳
は
消
毒
薬
が
無
効
の

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
を

物
理
的
に
封
じ
込
む
手
段
に

も
な
り
ま
す
。

︻
事
例
︼
施
設
不
足
の
た
め
ほ

乳
期
間
中
の
移
動
が
多
く
、
ス

ト
レ
ス
か
ら
下
痢
が
多
発
。
そ

こ
で
施
設
を
増
設
し
、
移
動
を

減
ら
し
た
結
果
、
下
痢
が
激
減

し
ま
し
た
。

図１　下痢を引き起こす病原体

分　類 病　原　体

細　菌
腸管毒素性大腸菌

サルモネラ菌

ウィルス
ロタウィルス

コロナウィルス

寄生虫
コクシジウム

クリプトスポリジウム

図２　�下痢の主な要因。複数要因が
関係して発症することが多い。

ウシ下痢5種ワクチンも実施しています。

︻
事
例
１
︼
ほ
乳
量
を
六
㍑
へ

変
更
後
、
下
痢
が
多
発
し
た
た

め
、
四
㍑
か
ら
段
階
的
に
六
㍑

ま
で
増
や
す
方
法
で
、
下
痢
を

さ
せ
ず
に
、
ほ
乳
量
を
増
や
し

て
い
ま
す
。

︻
事
例
２
︼
下
痢
が
多
発
す
る

時
期
に一旦
、ほ
乳
量
を
減
ら
し
、

そ
の
分
を
電
解
質
で
補
給
。そ
の

後
、数
日
か
け
て
ほ
乳
量
を
戻
す

こ
と
で
、腸
の
負
担
が
減
り
、重
篤

な
下
痢
発
症
が
な
く
り
ま
し
た
。

ほ乳量を増やしてから、ほ乳後
すぐに寝るようになった。
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准組合員について学ぶ（全４回シリーズ）
准組合員の利用規制を導入するか否か、農水省は平成₃₃年３月末までに結論を出す予定にありま

す。この規制が利用者である准組合員や地域の農業や経済に与える影響を考えてみましょう。

【第２回】地域の農業をともに支える准組合員

准組合員制度が生まれた歴史はわかったけど、ＪＡの事業にはどういうものがある
のかな？たくさんあるって聞いたよ。

生徒

ＪＡには、販売（農畜産物の選果・出荷・代金精算）、営農指導（農業経営・農業
技術サポート）等、農業に直接関係する事業はもちろん、生活面でのサポートも含め
た幅広い事業を展開しているよ。

先生

正組合員（農業者）を支援する組織だから、農業のイメージは沸くけど、准組合員
の人たちはどんな事業を利用しているの？

生徒

ＪＡバンクやＪＡ共済でおなじみの信用（貯金、各種ローン）、共済（ひと、いえ、
くるまの保障）事業や、生活（Ａコープ（スーパー）、ガソリンスタンド運営）事業
もあって、地域の皆さんの生活を幅広く支えているのよ。

先生

農業者でなくても利用できる事業がたくさんあるんだね。
准組合員になると、どんなメリットがあるの？

生徒

ポイントサービスや優遇金利もメリットだけど、准組合員がＪＡを利用することで、
農業振興や地域の発展にも繋がっているのよ。
皆が色んな事業を利用することで、それぞれの事業ボリュームが大きくなれば、効
率的な事業運営ができるから、販売事業や農業者への営農指導に、より力を入れるこ
とができるのよ。この循環で地域の農畜産物の生産も充実するから、例えば野菜選果
場での雇用も生まれるし、皆の事業利用が巡って地域の発展にも繋がっているわ。

先生

そっかぁ。准組合員の利用が規制されちゃうと、私たちの生活だけでなく、地域の
農業や経済にも悪影響が出ちゃうんだね。

生徒
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11

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
北
海

道
農
業
や
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
展

示
し
、
道
内
農
畜
産
物
や
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
事
業

等
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
パ
ネ
ル
を

使
っ
て
中
学
生
以
下
の
子
供
達
を
対
象
に
ク
イ

ズ
を
出
題
し
、先
着
４
０
０
名
の
回
答
者
に「
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル
」
等
を
配

布
し
ま
し
た
。
子
供
達
は

真
剣
に
ク
イ
ズ
に
取
組
み
、

「
食
と
農
」・「
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
」
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン

ホ
ク
レ
ン
は
「
収
穫
と
勝
利
の

喜
び
で
一
緒
に
は
じ
け
よ
う
」
と
、
来
場
者
先

着
２
０
０
０
人
に
北
海
道
産
と
う
も
ろ
こ
し
１

０
０
％
の
「
北
海
道
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
（
１
５
０

ｇ
）」
を
配
布
し
た
他
「
ホ
ク
レ
ン
大
収
穫
祭
」

の
告
知
及
び
全
国
発
送
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

来
場
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
北
海
道
コ

ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
石
井
謙
俉
、
キ
ム
・
ミ
ン

テ
の
両
選
手
が
応
援
に
駆
け
つ

け
、
配
布
を
手
伝
う
と
と
も
に
、

記
念
撮
影
や
握
手
に
も
快
く
応

じ
、
集
ま
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
達

を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
地
域

貢
献
活
動
の
紹
介
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
粗
品
と

あ
わ
せ
て
配
布
す
る
こ
と
で
、
交
通
安
全
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
撮
影
ブ
ー
ス
と
ガ

チ
ャ
ガ
チ
ャ
を
設
置
し
、
小
さ
い
お
子
さ
ま
に

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
１
万

７
千
人
を
超
え
る
来
場
者
の

皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
共
済
連
の
交

通
安
全
に
か
か
る
活
動
を
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
は
、
配
置

薬
課
よ
り
「
野
菜
酵
素
青
汁
（
ト
マ
ト
リ
コ
ピ

ン
配
合
）」
の
配
布
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
配
置
薬
の

Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
に
は
、
前
選
手
も
駆
け
つ
け
、
多
く

の
コ
ン
サ
ド
ー
レ
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
様
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
北
海
道
コ
ン
サ
ド

ー
レ
札
幌
の
活
躍
を
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊�

サ
ン
ク
ス
マ
ッ
チ
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道

と
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
連
携
事
業

の
一
環
と
し
て
、
道
内
農
畜
産
物
や
Ｊ
Ａ
の

様
々
な
事
業
・
取
組
み
を
選
手
や
サ
ポ
ー
タ

ー
に
知
っ
て
も
ら
う
大
切
な
機
会
に
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　

�　

チ
ー
ム
の
Ｊ
１
定
着
と
、
今
後
の
更
な
る

活
躍
を
期
待
し
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
応
援
し
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
関
連
の

ブ
ー
ス
を
、
札
幌
ド
ー
ム
に
て
多
数
出
展
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
ブ
ー
ス
を
回
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
抽
選
会
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

食
と
農
・
Ｊ
Ａ
の
魅
力
を
伝
え
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ

ジ
ャ
ン
プ
）」
の
ブ
ー
ス
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
た
方
に
て
ん

さ
い
糖
（
６
５
０

ｇ
）
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
、
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

ＪＡグループ通信：コンサドーレサンクスマッチ特集号

毎
月
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
連
合
会
・
中
央
会

の
活
動
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
平
成
29
年
９

月
23
日
に
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

（
vs
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
戦
）
を
『
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北

海
道
サ
ン
ク
ス
マ
ッ
チ
』
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
の
で
、

会
場
で
の
各
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
121—
平
成
29
年
10
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

■平成29年度 　生乳生産実績（9月）
月計乳量（kg） 9月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 7,947,827.3 99.2 49,911,124.5 96.9
鶴 居 地 区 2,882,571.8 104.5 17,832,016.6 101.5
幌 呂 地 区 2,126,882.3 98.2 13,241,379.2 96.5
白 糠 地 区 1,626,180.2 99.0 10,322,381.6 96.4
音 別 地 区 1,312,193.0 91.0 8,515,347.1 89.5

管 内 計 42,581,060.6 99.3 267,555,230.1 97.3
（前年度管内計） 42,874,808.0 274,992,761.8

■平成29年度 　生乳生産実績（10月）
月計乳量（kg） 10月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,174,814.3 99.2 58,085,938.8 97.2
鶴 居 地 区 3,002,400.0 105.5 20,834,416.6 102.0
幌 呂 地 区 2,179,729.9 98.3 15,421,109.1 96.8
白 糠 地 区 1,623,194.3 96.8 11,945,575.9 96.4
音 別 地 区 1,369,490.1 91.4 9,884,837.2 89.8

管 内 計 43,430,127.1 100.2 310,985,357.2 97.7
（前年度管内計） 43,323,280.4 318,316,042.2

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ これから冬にかけて、かぜを引きやすい季節となります。調べると、「かぜ」
の正式な病名は「かぜ症候群」で、「普通感冒」「インフルエンザ（流行性）
感冒」「咽頭炎」「気管支炎」などがあり、かぜの原因の80 ～ 90％はウイル
ス感染といわれ、かぜの始まりは、鼻やのどの粘膜でウイルスが増殖して炎
症を起こします。また、夏と冬で流行するかぜにも違いがあり、冬に流行す
るかぜウイルスは、低温、乾燥を好むため、部屋の保温、保湿の調整などを
心掛けると同時に、外出時のマスクの使用、こまめな手洗いうがい、十分な
睡眠など、日頃から体調管理及びかぜの予防に努めて参りましょう。

理　事　会　報　告

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．９月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．内部審査の結果について
６．経営定期点検の実施結果について
７．㈱ジェイエーコムズ取締役会の報告について
８．�㈱ジェイエーコムズにかかる監事監査報
告について

付議事項　�
議案第１号　�平成２９年度（第２四半期）に

かかる監事監査の結果について

議案第２号　�平成２９年度営農振興資金の貸
出条件の設定について

議案第３号　融資の承認について
議案第４号　諸規程等の一部変更について

その他協議事項　�
１．�秋季地区別懇談会における意見・要望等
について

２．ＪＡ役員道外視察研修について
３．当面の業務日程について

10月定例理事会　平成29年10月30日（月）


